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編集後記  
今月の表紙写真は、花鳥様撮影、南禅寺のもみじです。青空
に黄色の葉がよく映えますね。例年の見ごろは、11 月中旬か
ら 12 月上旬らしいので、これから京都旅行を計画される方
は楽しんでいらして下さい。京都観光と言えば、神社仏閣巡
りはほぼ欠かせませんが、皆様は御朱印帳をお持ちでしょう
か。近年は「御朱印ガール」と呼ばれる御朱印集めが趣味の
若い女性が増えているようです。元来「御朱印」とは参拝者
が写経をお寺に納める際に頂く印でしたが、今では参拝をし
た証として無料もしくは 300 円程度で頂けるそうです。気軽
さからスタンプラリー感覚でブームになったのでは？とい
う声もありますが、神社や寺院は概ね好意的に捉えていると
のこと。ブームに乗ることから始まっても歴史ある場所の厳
かな空気に触れることで、若い方が自分の感性で日本文化の
良さを実感出来たら素晴らしいですね。 

         

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
TOPICS 
 

■「平成30年版労働経済の分析」（「労働経済白書」）が

公表されています～今年で 70 回目 

◆第Ⅰ部：2017 年度までの労働経済の推移と特徴 

◆第Ⅱ部 

第１章：労働生産性や能力開発をめぐる状況と働

き方の多様化の進展 

第２章：働き方や企業を取り巻く環境変化に応じ

た人材育成の課題について 

第３章：働き方の多様化に応じた「きめ細かな雇

用管理」の推進に向けて 

第４章：誰もが主体的にキャリア形成できる社会

の実現に向けて 

＜何＞が分析の柱か、を知ることでこれからの労働政策の

方向が見えてきます。目次だけでもぜひご覧ください！ 

 

■70 歳雇用時代にむけて～政府が検討開始 

政府は、未来投資会議と経済財政諮問会議で高齢

者が希望すれば原則 70 歳まで働ける環境整備に

向けた検討を、今秋から始める方針です。 

現在は高年齢者雇用安定法で原則 65 歳までの雇

用が義務づけられていますが、同法を改正し、70

歳雇用を努力目標とすることを検討するとしてい

ます。 

■高齢者の就業者数 807 万人 過去最高に（9/18） 

総務省が 65 歳以上の日本の高齢者の推計人口（９

月 15 日現在）を発表し、65 歳以上と定義される

高齢者人口が前年比 44 万人増の 3,557 万人とな

り、総人口に占める割合が 28.1％と過去最高を更

新したことがわかりました。また、労働力調査に

よると、2017 年の高齢者の就業者数も前年比 37

万人増の 807 万と過去最高となりました。 

中小企業庁が人材育成プラットフォーム 

「ビジログ」を提供開始 

中小企業庁は、８月 20 日から、EdTech を活用した時

間や場所にとらわれない多様な学びのスタイルの提

供の場として、中小企業従業員向けの人材育成プラ

ットフォーム「ビジログ」を公開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨今、人材育成の必要性が叫ばれているところですが、

実際に人材育成に取り組んでいる中小企業はまだまだ

少ないのではないでしょうか。変化の激しいビジネスの

現場において、社員の人材育成は中小企業にとっても大

きな要素となっていますが、投入できる人員や時間、資

力もない中小企業にとっては、どうしても後回しになっ

てしまいがちです。 

 

「ビジログ」のサイトによれば、ビジログでは、将来、

企業の事業活動の中核的な役割を担う人材に必要な「専

門知識」やその土台となる「キャリア・オーナーシップ」

と「社会人基礎力」を学ぶためのコンテンツが用意され

ており、それぞれ以下のような形式で提供されます。 

・ウェブ型（受講時間：３～10 分、 受講方法：PC・スマホ等） 

・双方向ライブ型（受講時間１時間半、受講方法：PC・スマホ等） 

・ワークショップ型（受講時間：６～７時間、受講方法：集合・座学） 

これらの受講は無料となっているそうです。まだ公開さ

れたばかりで、これから随時情報が提供されるようです

が、動画受講のイメージなども確認できますので、一度

のぞいてみてはいかがでしょうか。 


